青風荘　　フェイスシート

平成　23年　7月　11日　担当：上平ユリ子　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　吉田　　富秋　　様　　　　男・女　　　　昭和　28年　3月　28日生（　57歳）

	
	〒039-1104　　　住　所　　　八戸市田面木字赤坂35-9　　　　　電話　0178-27-7658

	
	病　　名
	幻覚妄想状態・アルコ－ル認知症
	合　併　症
	　　なし

	
	発症時期
	Ｈ　14年　月頃（49歳時）
	罹 患 期 間
	約　8年程度

	
	入院回数
	　　　4回　　
	延べ入院年数
	　約　　5年　　4ヶ月


	医療機関
	　病院　　（主治医　川端　Dr　）
	外来受診日
	水曜日（　1週　　1　回）

	医療区分
	生保
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	　円
	　有　（　1　級）

	経済状況
	年金
	　生保　月額　約10万円

	
	その他
	

	障害程度区分
	　
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア

	住まいの場
	　青風荘

	入所年月日
	Ｈ　22年　3月　23日
	身長
	162cm
	体重
	65.2 kg

（67.6 kg）

	最終学歴
	鹿橋中学校
	免許・資格
	　建設機械、溶接免許

	職　歴
	　工事作業員
	

	保　護　者
	氏　　名　　吉田　清助　　　　　様　　　　　　　続柄　兄　　　　　（同居　・否）

	利用目的　・　施設での日常生活などを通して日常生活能力の向上、維持を図っていく。
　　　　　・　地域生活における役割の形成を行い、生活の質を高めていく。

	入院・治療歴　初診日

　　期間　　　　　　　　　　　　　　             入院.外来　　　　医療機関

1.平成　14年 4月 24日～平成　14年 7月 12日　     入院　　　　　　　八甲病院

2.平成　15年 3月 15日～平成  15年 6月  1日　　　 入院　　　　　　　八甲病院

3.平成  15年12月 30日～平成  16年 3月 30日　　　 入院　　　　　　　青南病院

4.平成  16年 4月 13日～平成　22年 3月 23日　　　 入院　　　　　　　青南病院 

	生活歴　東通村にて同胞5名末子として出生。鹿橋中学校を卒業後、両親の仕事の手伝い（土木業）を半年程行っていた。19歳頃で初飲より飲酒。その頃は機会飲酒程度であったが、徐々に増加し次第に止められない状況となる。仕事はトンネル工事作業員などの仕事に従事し東京・神奈川・千葉・山梨など各地を点々としていた。H14年飲酒をする為に借金をして、その借金を両親に支払わせていた。また、会社の車を私用で乗用し解雇されていた。家族の負担が大きくなっていたことからH14.4.24.八甲病院へ入院。H14.7.12退院となるが、断酒継続出来ず、H15.3.15に同院再入院となる。しかし、入院中に飲酒をしていたことが原因で強制退院となる。退院後再度上京し、島田市市立病院精神科に通院加療しながら工事作業員に従事。上司より断酒を勧められていたが、実行することが出来ずH15.年2月に解雇となる。その後むつ市へ帰郷。兄の管理により飲酒は制限されていた。その後物忘れが出現。症状は徐々に進行し自分で置いた物を「盗まれた」と訴えたり、後払いと話して購入した物を近所に配るなどの問題行動が顕著となりH15.12.29に兄が当院へ電話相談を行う。同年12月30日当院受診し、同日入院となる（任意入院）。H16.3.30退院後、アパ－トにて単身生活となるが、深夜に洗濯したりテレビを大音量で観ることが頻回にあり、近所からの苦情により4日でアパ－トを退去される。服薬もなされておらず「俺は悪いことをしたから自首しに来た」と警察に行くこともあった。その後は兄宅にて生活。「近所の人達が警察の回し者であり、自分を捕まえに来る」などと話し、鉄パイプを持って隣家へ侵入しようとすることがあり、H16.4.13当院受診。同日入院（医療保護）となる。



	家族構成

家族構成


                 




	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

・保護者は兄（清助氏）となっている。面会は病院の促しで行っており、治療の協力には消極的である。本人が発病した当時に暴力行為を受けた経験があり、本人との関わりに対しても拒否的である。本人は入院時「兄に入院させられた」と被害的概念を持っていたが、現在兄に対して攻撃的となることはない。


平成　23年　 7月　11日　（月）

	氏　名
	　　吉田　富秋　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　28年　3月　28日　（　57歳）


	長期目標（中期・短期）

	· 施設の中で自立した生活が出来るよう技術を習得する

· 対人関係を構築してストレスを溜め込まないようにする


　　　　　　

	これまでの経過（前回検討日　H23年　1月31日）

	【　現在の様子　】

余暇時は殆どホールでスポーツ観戦やバラエティーのテレビを観て過ごされています。日課は問題は無く休日は買物に出掛けています。洗濯は最低限で行なっていますが、部屋は衣類等乱雑に置いてあり､支援を要しています。ホ－ルでは積極的な交流は見られませんが、誰にでも必要な事については話し掛けており､他者が困っていると自ら手伝ってくれています。

＜食事について＞

　　アレルギーはありませんが酢、ドレッシング、焼きそば、スパゲッティは食べる事はできず、また野菜など残食も目立っています。その為糖分の多いおやつを間食して補っています。特に体重、体脂肪は増減は無く安定されています。

＜物の遣り取りについて＞

馬渡様（食事制限あり）と隠れるように飲食物､タバコのやり取りが目立っており、奥山様へは購入したての色鉛筆をあげています。このような他者へ嗜好品やお菓子をあげる行為は度々見られており、その都度介入、指導をしていますが、理解が乏しく同じ行為を繰り返されています。

＜小遣いについて＞

入所当時は2Ｗ　5.000円で遣り繰りする事で本人も納得されていましたが、タバコの値上がりに伴って小遣いが足りなくなり、2Ｗ　5.500円にアップし、本人も納得されています。

3/13小遣いが足りなくなったとの事で千円前借りしています。前借は今後できない事を説明し、小遣い内で遣り繰りするよう指導しています。

タバコの購入の際、出掛ける前にレシ－トを貰って来るよう伝えていますが、「貰ってくるの忘れたじゃ」と帰荘されています。遣り繰りが出来なくなり、小遣いの追加を要求することがあった為、収支の確認の為、レシ－トを貰って来るように伝えています。以後小遣いの範囲内で遣り繰りされています。

＜禁煙について＞

デイナイトケアで自ら禁煙を希望され、4月1日から禁煙されていましたが、1週間後にはイライラして我慢出来ないと喫煙を希望されています。主治医やスタッフへは「本数を減らしたい」と話されてはいますがタバコの喫煙本数は以前と変わりありません。

・ 5/13よりＡＴＭ同行支援をしており､単独でＡＴＭ操作ができています。

・ デイナイトケアは、特に問題無く通所されており、エアロビやレクダンスなど運動プログラムに意欲的に取り組んでいます。他者との交流も円滑で、一緒に卓球を楽しんでいます。

・外来受診は毎週水曜日に単独で受診出来ています。服薬に関しては事務室管理となっています。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	1 内面的な事を自分から出せない為、ストレスを溜め込む。（自分の考え・意見等を容易に言わない）


	・　施設内でのル－ルや規則等を時間を掛けて介入し、理解させていく。

・　拒否的になる可能性がある為、その事でストレスにならないよう言葉を選びながら対応する。

・　定期的な面談や状況に応じて接触を持ち、本人の考えている事や不満・不安を引き出していく。

· 本人が話しやすい場所を選ぶなど、環境にも気を配っていく。
	　6ヶ月

	②　所持金が足りないと情緒不安定になる。

　　他者への物品を与える行為が見られる。
	· 所持金の不足時に情緒不安定になり、反抗的な態度で金銭要求して来ることがある為、状態を見て、その場かもしくは本人が落ち着いた後に要求の仕方について振り返りを行っていく。

· 物品の遣り取りはトラブルの原因になる事や、物品を与える事で、どのくらい嗜好品が減り､所持金が減っているか理解の度合いを確かめていく。

· 買物の際はレシ－トを貰って来るよう伝えて残金を確認する。


	6ヶ月

	③　単独での社会参加が難しい。

（公共施設や交通機関の利用）

	・　同行外出を設定し、バスを利用して市街へ出掛け、簡単な買物ができる様に支援していく。

・　関係機関のレクリェーションや地域の行事などの情報を提供し、地域活動へ参加する機会を作り出す。

・　定期的に面談を行って、気になる事や関心ある事の引き出しを行っていく。

・　映画の新作情報やボーリング等興味を持ちそうな話題を提供し、外出の意欲を持たせていく。


	　6ヶ月

	④　部屋の整理ができない。
	・　定期的にスタッフと一緒に整理整頓を行ない、衣装ケースに衣類をラベルをつけ、用途別に収納できるよう収納方法を説明していく。

・　毎週1回は部屋に掃除機をかけるよう声掛けしてい

く。
	6ヶ月


プラン計画者　氏名：上平ユリ子

修正プラン実施評価日： H　23年　7月　11日（月）　青山荘地域交流活動室

柳沢リツ子





保護者・清助
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